
（市長説明の要旨）

• 現在の市政運営の近況、３月定例議会に提出する議案を報告す
る。



（市長説明の要旨）

• 2月、3月はイベントが目白押し。市内外多くの誘客による経済効果を期待
している。

• 2月25、26日は、４年振りの開催となる「みやざきツーデーマーチ こば
やし霧島連山絶景ウオーク」。県内外から約1,400人の申込をいただいて
いる。

• 3月5日は、同じく４年ぶりの開催となる「こばやし霧島連山絶景マラソン
大会」。いずれも参加者に満足していただき心に残る大会となるよう準備
していきたい。

• 延期となっていた「すき花火大会」を3月18日に開催。７千発の花火打ち
上げを予定している。

• 3月25日には、小林の春の風物詩である「まきばの桜まつり」を開催する。
約1,000本の桜並木とイベントを楽しんでいただきたい。



（市長説明の要旨）

• 小林総合運動公園の老朽化した複合遊具をリニューアルし、２
月１５日に供用を開始した。市のシンボルをモチーフとしたデ
ザインを散りばめた大型の複合遊具。

• 婚姻届の記念撮影用フォトブースを市役所１階に設置した。夫
婦となった特別な日の記念として気軽に利用してほしい。

• 昨年12月に新設した小林市こども応援基金。寄附を募るため、
市民や団体、企業に向けて、周知している。

• 赤ちゃん誕生のお祝いとして木工玩具『つみきカレンダー』を
新たに作成し、配布を始めている。宮崎県産のヒノキを使った
もの。ご家族へ祝福と応援の思いを込めて贈るものである。



（市長説明の要旨）

• 令和４年度のふるさと納税は、過去最高額となる16億円を突破。
現在も最高額を更新中である。

• 昨年度から引き続き、課題の洗い出し、効果的なプロモーショ
ンの実施や返礼品の見直しを行った。

• 全国の皆さまからいただいた貴重なご寄付を有効に活用してい
きたい。



（市長説明の要旨）

• 一般会計の３月補正予算は、歳入歳出それぞれ9億376万6千円
を増額。

• 補正後の総額は、309億7900万１千円。



（市長説明の要旨）

• 補正予算の主な事業のうち、２件を説明する。まずは「地域経
済緊急支援事業費」。

• 繰り越しにより 今年の6月頃に発行予定。額は4億6800万円分
で、プレミアム率は30％。

• 消費喚起につなげ、コロナや原油価格・物価高騰の影響を受け
ている地域経済の回復を図りたい。



（市長説明の要旨）

• 新規事業 「森林基金積立事業費」。

• 市内の森林の適正な管理や林業による地域活性を図るための事
業の財源となる基金を新設。その積み立てとして、516万5千円
を計上する。



（市長説明の要旨）

• 令和５年度の当初予算は、「未来につなぐ 元気と笑顔ハッ
シン予算」として、市民の活躍や市の魅力、市の取り組みを
しっかりと“発信”し、これまで積み上げたものをしっかりと形
にしていく“発進”。そして波が伝わるように、官民一体となっ
て小林市を活性化させていく“発振”。そのような意味を込め
ての予算とした。

• また、子育て支援や市民の健康づくり、持続可能な財政運営
など、未来を見据えた予算により「未来につなぐ」という枕
言葉をつけた。

• 金額については、当初予算として過去最高額の規模となる287
億7000万円。

• ポストコロナや時代の変化に応じた対策を実施し、さらに災
害により被災した施設などの早期復旧に対応できる予算とし
た。



（市長説明の要旨）

• 当初予算で重点的・戦略的に推進する施策として、５
つの柱を設定。



（市長説明の要旨）

• １つ目の柱は 「健幸のまちづくりの推進」。

• 今回の予算の目玉。体育館、健康づくり、子育て支援、避難所
などの機能を備えた複合型の「健幸のまちづくり拠点施設」の
設計と施工を実施する。9億9210万2千円を計上。

• 総事業費は約52億円となる予定で、令和8年3月の完成を目指す。

• また、歩くことの習慣化により市民の健康づくりをすすめる健
幸ポイント事業、健康づくり推進企業の認定等を行う「健康都
市推進事業費」。

• そして、スポーツ大会、合宿の利用促進や利用者の利便性など
を図るため、大塚原運動公園の観覧席に屋根を整備する「公園
整備事業費」を計上。

• ハード、ソフト両面から健幸のまちづくりを推進していく。



（市長説明の要旨）

• ２つ目の柱は「産業・経済の活性化」。

• 農業経営者や新規就農者を補助する「農業経営の世代交代対策
事業費」。

• 次に、市内にある森林の再造林を促し、健全な森林の維持と造
成を推進する「森林整備促進事業費」。

• 次に、飼料価格の高騰、子牛の市場価格の低迷等の対策として
和牛農家を支援する「肉用牛振興対策事業費（臨時）」。



（市長説明の要旨）

• ふるさと納税の更なる寄附増加と、地場産品の流通拡大を図る
「ふるさと納税推進事業費」には、8億2,915万円を計上。

• 「山村活性化支援事業費」として、須木米の生産量の増加、ブ
ランド化をすすめ、販売促進を推進する。



（市長説明の要旨）

• ３つ目の柱は、「地域活性化と生活基盤の整備」。

• 新規事業となる「集落対策推進事業費」。集落支援員を新たに
設置し、地域の維持と活性化を支援する。

• 次に、これまでの「元気と笑顔創出事業」の発展形となる「元
気と笑顔ハッシン事業費」。市内団体や事業者、商店街等の事
業やイベントに対して補助を行う。

• 続いて、「デマンド型交通実証運行事業費」。デマンド型交通
への転換の可能性を分析・検討する。

• 市役所までのアクセス道路の改良工事を実施するための移転補
償等を行う「都市計画道路整備事業費」を計上。



（市長説明の要旨）

• ４つ目の柱は「子育て支援・教育・福祉の推進」。

• 「少子化対策事業費」として、昨年度に引き続き、祝品事業や
結婚生活を応援する補助金などを交付する。

• 次の２つは家庭の負担を軽減する給食に関する事業。まず高騰
する食材費の増額分を補助する「学校給食物価高騰対策事業
費」に1,117万円。そして給食費の５割相当を補助する「てなん
ど小林学校給食応援事業費」に7,008万円を計上。



（市長説明の要旨）

• 新規事業として、すべての地域住民を対象として、包括的な支
援の体制整備を行う「重層型支援体制整備事業費」に2,658万9
千円。

• 人材が不足する介護分野の人材獲得や育成を推進するため、介
護職として就職した人に支援金を交付する「介護従事者確保等
推進事業費」に550万円。



（市長説明の要旨）

• ５つ目の柱は「ゼロカーボンシティの推進」。

• 公用車２台を電気自動車に更新する「車両購入費」に566万6千
円。

• 養護老人ホーム慈敬園の設備修繕にあたり、地球環境へ配慮し
た空調設備改修の可能性調査などを実施する「老人ホーム等事
業費（臨時）」に1,442万4千円を計上。

• ５つの柱とした予算により、市民が元気に笑顔で暮らせるまち
づくりを推進していく。


